
“太 田 さ ん" 有 難

太 田 さんの思 い出

前 川 文 夫 (植物)

大田さんがなんで教室へ入られたのかは私は知 らな

い。多分私が兵隊で中支に行っていた間のことのよう

だ。だが,大田さんが来られて,教室は大変なプラスに

なったことは否定できない。こんど定年で退職されるの

は,教室としては大きなマイナスで,できれば特例を作

ってもう少しのばしたいと思っているのは私一人ではあ

るまい。

大田さんは人一倍地味な人柄である。会であれ,人の

集まるところにはでたがらない。一寸はがゆい程に控め

である。教室には教室会議があって,誰でも出てはしい

のだけれどもこれにもめったに顔を出さない。

それでいて,大田さんは人一倍親切な人柄でもある。

植物学教室の図書も年々ふえて,その所在に困り,それ

ほど必要でないものは棚の最上段に挙げたり,別室へ持

って行ったり,四苦八苦の態たらくであって,分類に関

係した書物が得てしてこの厄にあったのだが,それをよ

く覚えていて,い うとすぐに出してくれたものである。

私などは大分そのおかげを被った。今でも感謝している

ところである。何の気なしに,話 したことについて,二

三日するとそれに関連した項目で,数冊の本が揃って出

されてぃて,先ずあっけにとられ,ついでいたく感激し

たことも二三にとどまらない。

そして大田さんは人一倍規帳面な人である。図書は借

りたら返すのが本則であって,だから返済同時を必らず

書き込む。ところが申訳ないことだが,時に忘れる,イ

ヤ覚えていてそれで返しそびれていることもある。そう

いう場合,返済の日付から少し経っている時,何気なく

傍に寄って来て,一寸一言,い うのである。それが痛く

身にこたえて,ア タフタと返しに行ったことも,おはず

かしながら何回かあった。こうして教室の図書はよく整

頓され,よ く活動している。大田さんの地味だが,抜目
のない努力がこの図書を全くしていたといっても過言で

はない。

今回9月 30日で停年退職されることになったときい
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た時,以外に速い退職と思い込んだ。それ位大田さんは

図書以外の事柄には触れたがらないのであった。今後ど

うなさるのかも知らないが,御健勝を祈るや切なるもの

がある。

図書守 り大 田 さん

佐 藤 七 郎 願 物)

私が日含の高校から進学してきて初めて教室の図書室

を案内されたとき, どういうわけか,そ このイメージが

神域という感じをうけたのを忘れることができない。重

い扉でさえぎられて薄暗い書庫の奥深い静けさ,壁面高

く掲げられた歴代教授たちの少 大々きすぎて威圧的な肖

像画などがその舞台装置だったが,戦時中という時代の

ふんいきでもあったのだろう。そこで働いておられた太

田さんは巫女のようにみえた。

戦争中,欠講が多いころ,私はその書庫の中に開じ込

もることが多かった。文字通り万巻の書に囲まれて好き

な本を自由に読めるのは楽しかった。連日空襲におそわ

れ,いよいよ末期に近づいていた戦争の喧曝からそこだ

けは完全に隔絶されてあった。聞こえてくるものといえ

ば,大田さんのたたく軽やかなタイプの音と, ときどき

書庫に出入りされる大田さんのかすかな気配だけだっ

た。大田さんのタイプの音がしばらくの間止んだときに

私はノートを閉じて帰宅の仕度をはじめればよいのであ

った。本郷地域が一面の焼野になってしまった日にも太

田さんはそうして静かに働らいておられたように思う。

戦争が終って教室の中に若い者もふえて少しは賑やか

になったころ,植物教室の七不思議というのが伝わった

ことがある。そのひとつに大田さんのお年があった。当

時の先生方はごぞんじだったのかもしれない。けれども

若い連中には誰にもそれがわからなかった。 20才代と

も 30代 ともそれ以上ともいわれた。ことさらに詮索し

てこの不思議を解いてしまおうとする者もいなかった。

だから私には,2年ほど前,大田さんが近く停年だと知
らされて驚くまで,それが不思議のまま残っていた。

大田さんが教室にこられてから,ずいぶん多くの方が

大田さんのお世話になっている。教室に来り去った人で
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太田さんを憶えていない人はない。そのことを思うと長

い年月が経ったと思う。しかし一方,こ の間に,大田さ

んの誰彼のへだてのな、νいのこもった親切と行届いた完

壁のサービスは少しも変らなかった。それどころか,こ

の間に太田さんはドイツ語,ロ シア語,ラ テン語を習得

して既得の英仏語に加えてサービス領域を広められた。

太田さんが欲しがっていたロシア語のタイプライターを

備えてあげられなかったのが図書係りとして長年にわた

っていろいろと我ままをきいていただいた私の心残りで

ある。

大田さんは真底から木が好きで図書のお守りをしてお

られるようであった。大田さんの勤勉,図書利用者への

親切,相手を分けへだてしない言葉遣い,ていねいな図

書の取扱い,徹底した参考サービス,そ して失なわれた

図書への思い遣り,そ ういったものはすべて太田さんの

図書への限りない愛情か らでたものであったと私は思

う。

うかがうところによると,大田さんは退職後はゆっく

りと読書の生活を送るのを楽しみにしておられるとのこ

とである。

太 田 さん と図書 館

佐 々 木 敏 雄 (農学部図書館)

太田さんとの出会いは,終戦後のまもないころ,一利

用者として植物の図書室を訪ねた時であった。 1800年

代の中ごろに出版された隠花植物に関する本のことであ

ったが,大田さんは直ちに,「その本は日本には一冊し

かなく,Jヒ大の官部先生がお持ちです。」 との答えであ

り,その広い知識にまず驚かされた。その後もいろいろ

とお世話になったが,こ のような人のいる図書室を利用

できる植物の研究者を常にうらやましく思っていた。

図書館に関係することになってからは,お世話になっ

たりなられたりであったが,農学部の図書館職員は,理

学部値物からの参考質問は,余 り歓迎していないようで

あった。というのも,太田さんが調査されてわからない

ものがくるので,むずかしい質問が多く,その多くが回

答不能であるというのが理由らしい。図書館職員が大田

さんから刺激をうけ,勉強になった点ははか り知れな

い。

大学の図書行政を考えてみると,学科単位の小図書室

には多くの問題がある。職員数が 1～2名 という職場で

は,病体や年休をとるにも不自由であろう。また研修な

どは,図書館職員としては不可欠のものだが,出席もな

かなかできないであろう。待遇の面でも,係長のポスト

を設けるのも困難で,不利な身分におかれ る場合が多

い。

大田さんの図書館における業績を考えると,東京大学

における図書行政の貧困さが痛感され,早い機会に改革

してもらいたいものだと思われる。

太 田 さんお幸せ に

清 水 幸 子 (総合図書館)

「植物の大田さん定年で退職なさるそうよ」「もう定

年ですって,髪は薄いけれど,お若いのでその様なお年

とは思ってもみなかったわ」

これは或日のお茶の時間の会話です。この事実は私達

にとって寝耳に水でしたので,ただ驚くばかりでした。

個人的なお付き合いはありませんでしたが,仕事を通

じての大田さんは,親切で,謙遜家で,その反面真の強

さをお持ちになり,木 目の細やかさを感じさせるお人柄

の様にお見受けしておりました。三年位前でしたか,図

書館の中でお会いした所「 ドイツ語の研修ですの,続け

ておりませんと忘れてしまいますので」と云うことでし

た。その一年位前にも一緒にロシヤ語に出ていた筈なの

に,普通の方なら恐らく,も う年なのでと止めてしまう

だろうに。この様に地味な;債重ねを怠らず,努力と情熱

を仕事に傾けていらっしやった姿が目に浮かんでまいり

ます。

こちらからの依頼に対して,出来得る限り調査して適

確なる Informationを与えて下さり,一気に話される

独特な早口は忘れることが出来ません。

総合図書館の Reference workの範囲が広い為,高度

な専門的な分野は,学部図書職員の援助なしには出来ま

せん。特に自然科学を専攻した職員は数名ですので,専

門知識 (Librarianと しての)を豊富に蓄積していらっし

やった太田さんの存在価値は多大でした。図書館学の発

展に従って,理論が先行し実際が伴わず,地味な仕事を

妹う人の増えてきている昨今,良き意味でも悪しき意味

でも大変貴重な模範であると思っています。研究の蔭の

力となった実績は計り知れないものがあった事と思いま

す。叉私達も何かと教えられ,反省させられ与えられた

影響は大きく,SpeCialistと して非常に惜しまれる数少

ない人材であると痛感致してをります。今後の御多幸を

祈って。
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